
�����������
�����������
�����������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

年
度
私
学
関
係
政
府
予
算
対
策
を
協
議

年年
度度
私私
学学
関関
係係
政政
府府
予予
算算
対対
策策
をを
協協
議議

２２２２２２
本
連
合
会
は
六
月
十
六
日
、
東

京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館
で
第
九

回
常
任
理
事
会
を
開
き
、
平
成
二

十
二
年
度
私
立
高
等
学
校
等
関
係

政
府
予
算
へ
の
対
応
な
ど
を
協
議

し
た
。

政
府
の
来
年
度
私
学

関
係
予
算
へ
の
要
望
に

関
し
て
は
、
六
月
十
五

日
の
私
学
助
成
委
員
会

で
検
討
し
た
要
望
方
針

や
要
望
書
案
が
説
明
さ

れ
た
。
政
府
の
来
年
度

予
算
編
成
に
つ
い
て
は

今
年
の
総
選
挙
の
結
果

に
よ
っ
て
は
大
き
な
変

化
も
予
想
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
例

年
よ
り
展
開
が
早
ま
る

見
通
し
で
、
ま
た
景
気
回
復
の
た

め
財
政
出
動
を
求
め
る
圧
力
が
強

ま
る
中
で
財
政
再
建
路
線
が
後
退

す
る
�
�
と
の
判
断
か
ら
、
私
立

高
校
等
関
係
予
算
に
つ
い
て
は
、

経
常
費
助
成
費
等
補
助
や
施
設
・

設
備
補
助
の
拡
充
・
強
化
等
を
政

府
等
に
強
力
に
要
望
し
て
い
く
方

針
が
確
認
さ
れ
た
。
平
成
二
十
、

二
十
一
年
度
に
つ
い
て
は
、
大
型

の
補
正
予
算
が
本
予
算
と
一
体
的

に
編
成
さ
れ
た
こ
と
、
二
十
一
年

度
補
正
予
算
の
「
ス
ク
ー
ル
・
ニ

ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
構
想
」
で
は
公
立

学
校
向
け
に
は
五
千
億
円
近
い
予

算
が
措
置
さ
れ
た
も
の
の
、
私
学

向
け
予
算
は
わ
ず
か
。
そ
の
た
め

経
常
費
助
成
費
等
補
助
金
な
ど
の

拡
充
・
強
化
に
よ
る
公
私
間
格
差

是
正
の
必
要
性
を
要
望
書
に
盛
り

込
ん
だ
こ
と
な
ど
が
、
吉
田
会
長

等
か
ら
説
明
さ
れ
、
原
案
通
り
了

承
さ
れ
た
。

（
２
・
３
面
に
全
文
）

こ
の
ほ
か
常
任
理
事
会
で
は
、

理
事
、
評
議
員
の
一
部
異
動
や
、

本
連
合
会
の
創
立
六
十
周
年
記
念

事
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
る
会

務
分
掌
の
一
部
変
更
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

部
会
・
委
員
会
報
告
で
は
、
教

育
制
度
委
員
会
の
實
吉
幹
夫
委
員

長
が
第
三
者
評
価
や
高
大
接
続
テ

ス
ト
な
ど
に
関
す
る
教
育
改
革
の

動
向
を
報
告
、
ま
た
調
査
委
員
会

関
係
で
役
員
校
等
を
対
象
に
実
施

し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流

行
に
伴
う
修
学
旅
行
中
止
等
の
実

態
調
査
結
果
（
５
面
で
報
告
）、

特
に
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
た

中
学
、
高
校
は
四
校
に
過
ぎ
な
い

こ
と
な
ど
が
事
務
局
か
ら
報
告
さ

れ
た
。

こ
の
ほ
か
常
任
理
事
会
で
は
、

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究
所

の
中
川
武
夫
所
長
か
ら
、
同
研
究

所
の
教
員
免
許
更
新
講
習
の
実
施

状
況
・
計
画
や
全
国
私
学
教
育
研

究
集
会
の
実
施
予
定
な
ど
が
説
明

さ
れ
た
。

ま
た
漢
字
能
力
検
定
協
会
の
鬼

追
明
夫
新
理
事
長
が
常
任
理
事
会

を
訪
れ
、
一
連
の
不
祥
事
を
陳

謝
、
協
会
の
正
常
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
説
明
、
引
き
続
い
て
の

検
定
の
活
用
を
要
請
し
た
。

続
い
て
文
部
科
学
省
の
神
山
弘

・
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課

教
育
課
程
企
画
室
長
が
二
十
一
年

度
補
正
予
算
に
計
上
さ
れ
た
「
理

科
教
育
設
備
整
備
補
助
金
」
の
事

業
実
施
計
画
を
説
明
、
補
助
金
の

積
極
的
活
用
を
要
請
し
た
が
、
近

藤
彰
郎
副
会
長
か
ら
は
実
施
要
項

が
公
表
さ
れ
て
か
ら
申
請
ま
で
の

日
程
が
極
め
て
短
く
、
活
用
し
に

く
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
ほ

か
、
中
学
校
の
芸
術
科
目
の
各
学

年
へ
の
配
当
に
つ
い
て
弾
力
化
の

見
通
し
に
関
す
る
質
問
が
出
さ
れ

た
。
こ
れ
に
対
し
て
神
山
室
長
は

補
正
予
算
に
関
し
て
は
全
体
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
短
期
間
と
な
っ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
、
文
科

省
と
し
て
は
期
限
を
延
長
し
て
申

請
を
受
け
入
れ
る
用
意
の
あ
る
こ

と
や
、
状
況
に
よ
っ
て
は
二
次
募

集
の
可
能
性
も
あ
る
と
し
た
。

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校
連
合
会
発
行

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
四
丁
目
二
番
二
五
号

（
私
学
会
館
内
）
郵
便
番
号
一
〇
二
�
〇
〇
七
三

電
話

〇
三
（
三
二
六
二
）
二
八
二
八
・
一
六
一
五

購
読
料
は
一
年
で
三
千
円
（
会
費
に
含
め
て
徴
収
）

主主なな内内容容
２２
年
度
私
立
高
校
等
関
係
政
府
予
算
要
望
…
２
・
３
面

私
立
中
学
・
高
校
生
徒
数
調
査
結
果
…
…
…
５
面

兵
庫
県
で
私
学
振
興
大
会
…
…
…
…
…
…
６
面

日
私
教
研
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
８
面

補
正
予
算
な
ど
を
考
慮
し
て

公
私
間
の
格
差
是
正
強
く

要
望

へ
理
科
教
育
設
備
整
備
補
助
金
に
改
善
要
望

本連合会の第９回常任理事会
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平成２１年７月

各 位

日本私立中学高等学校連合会会長 吉 田 晋
（印影）

日 本 私 立 小 学 校 連 合 会 会 長 平 野 吉 三
（印影）

財団法人日本私学教育研究所理事長 吉 田 晋
（印影）

平成２２年度私立高等学校等関係政府予算に関する要望

〔要望の趣旨〕

金融危機に端を発した未曾有の経済不況により、授業料の滞納が社会問題化するなど、私立学校と

その生徒、保護者を取り巻く環境は、厳しさを増しています。

このような中で、公私間での保護者の教育費負担の格差は依然として大きく、入学時には高等学校

では５．７倍（大学で１．６倍、幼稚園で４．２倍）に達しています。この格差を是正するには、私立学

校を取り巻く教育環境を整備することが、従来にも増して強く求められています。

それにも拘わらず、例えば、このたびの平成２１年度補正予算の柱の一つとされる「スクール・

ニューディール構想」への予算措置では、学校耐震化、太陽光パネル設置等の施設支援については、

公立学校関係には２，６４１億円が計上されているのに対し、私立学校関係には１５３億円に過ぎず、

学校ＩＣＴ環境整備等の設備支援については、公立学校関係には２，０６７億円が計上されているのに

対し、私立学校関係には僅か２０億円でしかないなど、公私立学校間での国の財政支援はむしろ拡大

しています。

これを是正し私学振興を図るには、まず、国が、都道府県の経常費助成財源の核となる「私立高等

学校等経常費助成費等補助金」をはじめ私学関係予算の一層の拡充を図ること等を通じて、公・私立

学校への公費支出の格差を是正することが急務であります。

平成２２年度政府予算案の編成に当たっては、私立高等学校等として、以下の要望事項について格

別のご高配をお願いいたします。

〔要望事項〕

１．私立高等学校等の経常費助成費等に対する補助の拡充・強化について

２．私立高等学校授業料等軽減補助事業に対する支援について

３．私立高等学校等施設の耐震化に対する支援について

４．私立高等学校等の施設・設備の整備費に対する補助の拡充・強化について

５．私立学校施設高度化推進事業費補助金（利子助成）の拡充・強化について

６．財団法人日本私学教育研究所補助金の拡充・強化について

７．都道府県の奨学金等事業に対する国の支援について

１．私立高等学校等の経常費助成費等に対する補助の拡充・強化について
【平成２１年度予算額：１，０３８億５，０００万円】

私立高等学校等における教育条件の維持向上、教育内容の充実及び保護者の教育費負担の軽減を

図るため、都道府県が実施する経常費助成事業の財源の核となる標記補助金については、私立高等

学校等の経常的経費の２分の１助成が実現するよう、さらなる拡充・強化をお願いいたします。

２．私立高等学校授業料等軽減補助事業に対する支援について
【平成２１年度予 算 額：６億７，７００万円】
【平成２１年度補正予算額：公 私 計４８６億円】

各都道府県が実施している私立高等学校授業料等軽減補助事業は、内容等に差異はあるものの、

年々充実し、既に全都道府県で実施されています。

平成１２年度からは国の限定的な補助として、家計急変等に対し、私立高等学校等経常費助成費

補助金の中の「授業料減免事業等支援特別経費」で措置され、さらには、昨秋以降の経済不況に伴

う修学困難な生徒への支援策として、平成２０・２１年度の補正予算において、所要の経費が措置

されています。

つきましては、都道府県における当該事業のさらなる充実を図り、もって生徒の教育を受ける権

利の確保と保護者の教育費負担の公私間格差是正に資するため、対象学校種の拡大や現行補助率（２

分の１）引き上げを含めた国による恒久的な補助制度の創設をお願いいたします。

３．私立高等学校等施設の耐震化に対する支援について
【平成２１年度予 算 額：１４億７，９００万円】
【平成２１年度補正予算額：私立学校計１０２億円】

平成２０年度に改正された地震防災対策特別措置法を踏まえ、私立高等学校等の耐震化事業のう

ち、地震による危険の高いＩｓ値０．３未満の補強工事については、平成２２年度まで３年間、補助率

が３分の１から２分の１に引き上げられましたが、私立学校では、なお必要とされる費用の多くは

設置者である学校法人の負担となるため、現実には、早急に捗らない原因となっています。

一方で、平成２１年度補正予算において、公立学校については当面必要な耐震化を完了させる予

算措置が計上されているのに対し、私立学校については、条件等が据え置かれたままであります。

学校施設の耐震化は、国公私立学校の別なく、将来を担う国民の安心・安全を確保するために必

要不可欠の事業であり、その最終責任は国が負うべきであります。

つきましては、私立高等学校等施設の耐震化が国公立と同等の水準となるよう、補助条件の改善

及び改築工事への補助対象拡大を含めた補助金の拡充・強化をお願いいたします。

４．私立高等学校等の施設・設備の整備費に対する補助の拡充・強化について
① 高機能化整備事業・防災機能強化施設整備事業・エコキャンパス推進事業

【平成２１年度予算額：２０億３，８００万円】
私立高等学校等の施設の改修・改築は、子どもたちの就学環境の改善に直結するものであり、上

記の学校施設の耐震化はもとより、バリアフリー化、安全機能の強化及び低炭素社会の実現に向け

たエコキャンパスへの取り組み等の課題に対応できるよう、私立高等学校等施設の高機能化等に向

けた改修・改築事業のさらなる充実のため、当該補助金の拡充・強化をお願いいたします。特に、

太陽光パネルの設置を中心としたエコキャンパスの推進については、既に大規模な設置が決定して

いる公立学校に準じた取扱いを含め、補助金の拡充・強化をお願いいたします。

② 私立高等学校等ＩＴ教育設備整備推進事業
【平成２１年度予 算 額：１ ０ 億 円】
【平成２１年度補正予算額：私立学校計２０億円】

今日、情報関連機器は、学校教育の推進にとって欠くことのできない基礎的設備・教具となって

おり、その整備充実は国公私立学校という設置者の如何を問わず、公教育共通の課題であります。

つきましては、標記補助金の対象事業を拡充するなどにより、私立学校においてもデジタルテレ

ビ及び電子黒板の設置や校務用コンピュータの整備を含め、公立学校に準じた整備が可能となるよ

う、補助金の拡充・強化をお願いいたします。

５．私立学校施設高度化推進事業費補助金（利子助成）の拡充・強化について
【平成２１年度予算額：１１億７，７１１万８，０００円】

日本私立学校振興・共済事業団の融資を受け実施されている私立高等学校等の老朽校舎等及び耐

震化に伴う改築事業については、引き続き、これを継続、推進する必要があることから、現行の学

校種別の利子助成率の格差撤廃を含めて、標記補助金のさらなる拡充・強化をお願いいたします。

６．財団法人日本私学教育研究所補助金の拡充・強化について
【平成２１年度予算額：４，１６０万５，０００円】

財団法人日本私学教育研究所が実施する私立高等学校等教員の能力開発及び資質の向上を図る

ための研修事業並びに私立高等学校等教育に係る研究事業の一層の充実を図るため、標記補助金の

さらなる拡充・強化をお願いいたします。

また、文部科学大臣の指定を受けて本年度より実施する私立高等学校等教員向けの教員免許状更

新講習事業が円滑に実施できるよう、国による支援措置をお願いいたします。

７．都道府県の奨学金等事業に対する国の支援について
平成１７年度より都道府県に移管された私立高等学校生徒に対する奨学金事業については、都道

府県間で奨学金の貸与額に格差が生じることなく、保護者の教育費負担の公私間格差の実態に応じ

た貸与内容の充実はもとより、特に家計急変等に伴う緊急奨学金制度の改善が図られるよう、国に

よる支援措置の拡充をお願いいたします。

さらに、私立定時制高等学校生徒の修学奨励費補助事業に対する国の財政支援は、平成１７年度

より一般財源化されていますが、都道府県間で格差を生ずることなく、保護者の教育費負担の公私

間格差の実態に応じた貸与内容の充実が図られるよう、国による特段の指導・支援をお願いいたし

ます。

以 上

（２）平成２１年６月２０日私 学 時 報（第三種郵便物認可）第１１９６号第１１９６号（第三種郵便物認可）私 学 時 報平成２１年６月２０日（３）



本
連
合
会
の
第
百
五
十
九
回
全

国
理
事
会
・
第
百
三
十
二
回
全
国

評
議
員
会
合
同
会
議
が
五
月
十
九

日
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
私
学
会
館

で
開
か
れ
、
平
成
二
十
年
度
の
事

業
報
告
、
同
決
算
報
告
（
同
監
査

報
告
）
が
行
わ
れ
、
両
議
案
と
も

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
工

藤
誠
一
・
神
奈
川
県
私
立
中
学
高

校
協
会
理
事
長
の
会
長
推
薦
常
任

理
事
就
任
が
了
承
さ
れ
た
。

議
案
審
議
に
続
い
て
は
部
会
・

委
員
会
報
告
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

う
ち
私
学
振
興
部
会
に
関
し
て

は
、
補
正
予
算
案
の
中
に
高
校
生

の
授
業
料
軽
減
策
（
公
私
立
・
三

年
計
画
）
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ

と
、
不
明
の
点
も
あ
る
が
、
各
都

道
府
県
に
そ
の
た
め
の
基
金
を
造

成
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
耐
震

化
補
助
に
関
し
て
は
、
改
築
工
事

は
従
来
通
り
対
象
外
で
あ
る
こ

と
、「
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ

ー
ル
構
想
」
関
連
事
業
の
大
半
は

公
立
学
校
が
対
象
で
あ
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
各
都
道

府
県
の
平
成
二
十
一
年
度
当
初
予

算
に
お
け
る
私
学
助
成
の
生
徒
一

人
当
た
り
補
助
単
価
に
つ
い
て
、

自
治
体
間
で
補
助
単
価
に
開
き

（
格
差
）
が
生
じ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
点

に
関
し
て
近
藤
彰
郎
・
私
学
振
興

部
会
長
は
補
正
予
算
の
活
用
に
む

け
て
県
当
局
と
積
極
的
な
話
し
合

い
を
進
め
て
ほ
し
い
と
要
請
し

た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
新
田
常
任

理
事
か
ら
は
校
舎
等
の
耐
震
化
は

子
供
の
安
全
に
か
か
わ
る
問
題
と

し
て
、
全
国
知
事
会
に
そ
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
く
こ
と
が
提
案
さ

れ
た
。
さ
ら
に
近
藤
部
会
長
か
ら

は
、
教
員
免
許
更
新
制
で
講
習
が

免
除
と
な
る
指
導
教
諭
、
主
幹
教

諭
に
つ
い
て
は
、
校
長
が
認
め
れ

ば
よ
く
、
教
委
に
根
拠
規
定
等
を

提
出
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
は
文

部
科
学
省
に
も
確
認
し
て
い
る
こ

と
、
優
秀
教
員
と
し
て
表
彰
さ
れ

た
教
員
に
つ
い
て
も
更
新
講
習
が

免
除
と
な
る
た
め
、
東
京
私
立
中

高
協
会
で
は
私
学
の
表
彰
規
定
を

策
定
す
べ
く
都
教
委
と
協
議
し
て

い
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
四
月
十
日
現
在
の
私
立

中
高
の
生
徒
数
調
査
結
果
が
調
査

研
究
部
会
か
ら
報
告
さ
れ
、
そ
の

他
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
問
題
で

は
、
初
期
段
階
と
し
て
大
き
な
混

乱
と
な
っ
た
大
阪
府
と
兵
庫
県
で

の
私
立
学
校
の
対
応
状
況
な
ど
が

報
告
さ
れ
た
。
ま
た
文
部
科
学
省

の
高
橋
道
和
教
育
課
程
課
長
か
ら

理
科
教
育
設
備
整
備
補
助
金
が
例

年
の
十
五
年
分
の
予
算
二
百
億
円

が
補
正
予
算
で
確
保
で
き
る
こ
と

が
説
明
さ
れ
、
積
極
的
な
活
用
が

要
請
さ
れ
た
。
高
橋
課
長
に
は
、

「
ス
ク
ー
ル
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

構
想
」
関
連
予
算
で
私
学
向
け
地

デ
ジ
や
電
子
黒
板
の
補
助
金
等
が

極
め
て
少
な
い
こ
と
な
ど
の
不
満

の
声
が
上
が
っ
た
。

本
連
合
会
の
第
八
回
常
任
理
事

会
が
五
月
十
九
日
、
東
京
・
市
ヶ

谷
の
私
学
会
館
で
開
か
れ
た
。

議
題
の
平
成
二
十
年
度
事
業
報

告
、
同
決
算
報
告
に
関
し
て
は
、

常
任
理
事
会
終
了
後
に
予
定
さ
れ

て
い
る
全
国
理
事
会
・
全
国
評
議

員
会
合
同
会
議
で
行
う
こ
と
が
説

明
さ
れ
、
了
承
さ
れ
た
。

役
員
の
異
動
で
は
、
加
藤
紀
一

常
任
理
事
が
所
属
す
る
神
奈
川
県

私
立
中
高
協
会
の
役
員
を
退
任
し

た
た
め
本
連
合
会
の
常
任
理
事
も

退
任
、
新
た
に
同
協
会
の
理
事
長

に
新
し
く
就
任
し
た
工
藤
誠
一
・

聖
光
学
院
中
学
高
校
長
が
就
任
す

る
（
本
連
合
会
の
会
長
推
薦
常
任

理
事
と
し
て
）
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
正
式
に
は
常
任
理
事
会
終
了

後
の
理
事
会
に
諮
っ
た
上
で
の
決

定
と
な
る
。

こ
の
ほ
か
平
成
二
十
一
年
度
補

正
予
算
の
動
向
に
絡
ん
で
、
合
同

会
議
で
は
、
文
部
科
学
省
の
高
橋

道
和
・
教
育
課
程
課
長
か
ら
補
正

予
算
案
に
盛
り
込
ま
れ
た
理
科
教

育
設
備
整
備
関
係
の
補
助
金
の
概

要
の
説
明
が
あ
る
こ
と
、
合
同
会

議
の
参
加
者
が
多
い
た
め
ス
ク
ー

ル
形
式
で
の
開
催
と
す
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
た
。

本
連
合
会
の
第
七
回
常
任
理
事

会
が
四
月
二
十
一
日
、
東
京
・
新

宿
区
の
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
で

開
か
れ
た
。
吉
田
会
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、

福
島
事
務
局
長

か
ら
平
成
二
十

一
年
度
補
正
予
算
案
編
成
に
対
し

て
要
望
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

だ
補
正
予
算
案
の
最
終
調
整
が
終

わ
っ
て
い
な
い
が
、
近
く
国
会
に

提
出
さ
れ
る
見
通
し
で
、
骨
太
の

方
針
二
〇
〇
九
で
従
来
の
財
政
再

建
路
線
が
見
直
さ
れ
る
可
能
性
も

あ
る
こ
と
な
ど
平
成
二
十
一
年
度

補
正
予
算
案
の
概
要
を
含
め
私
学

関
係
予
算
を
め
ぐ
る
最
新
情
勢
が

報
告
さ
れ
た
。
部
会
・
委
員
会
報

告
で
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

大
学
に
お
け
る
Ａ
Ｏ
入
試
の
願
書

受
付
開
始
日
が
八
月
一
日
に
な
る

こ
と
、
高
大
連
携
や
学
校
評
価
の

調
査
研
究
も
文
部
科
学
省
等
で
進

ん
で
い
る
こ
と
、
耐
震
化
補
助
に

関
し
て
は
、
改
め
て
改
築
工
事
に

つ
い
て
も
補
助
対
象
に
な
る
よ
う

国
の
働
き
か
け
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
出
さ
れ
た
。
ま
た
大
阪
で
知

事
が
中
心
と
な
っ
て
バ
ウ
チ
ャ
ー

制
検
討
の
動
き
が
あ
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。
加
え
て
本
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
が
四
月
一

日
か
ら
開
設
さ

れ
た
こ
と
、
日
私
教
研
の
中
川
所

長
か
ら
は
、
二
十
一
年
度
か
ら
の

教
員
免
許
状
更
新
講
習
の
実
施
計

画
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

第

８

回

常
任
理
事
会

合
同
会
議
の
運
営
な

ど

議
題
に

第

７

回

常
任
理
事
会

当
面
の
予
算
対
策
な
ど
で

報
告
審
議

全国理事会・全国
評議員会合同会議

２０
年

度
の

事
業
・
決
算
報
告
了
承

補
正
予
算
案
の
概
要
説
明
も
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本
連
合
会
は
五
月
十
九
日
、
平

成
二
十
一
年
度
の
私
立
中
学
・
高

校
（
中
等
教
育
学
校
を
含
む
）
の

生
徒
数
調
査
結
果
を
ま
と
め
た
。

こ
の
調
査
は
、
文
部
科
学
省
の

学
校
基
本
調
査
に
先
立
っ
て
毎
年

四
月
十
日
現
在
で
調
査
し
て
い
る

も
の
。

調
査
結
果
に
よ
る
と
、
私
立
高

校
（
全
日
制
・
定
時
制
）
の
生
徒

数
は
、
前
年
度
か
ら
六
千
百
四
十

八
人
（
〇
・
六
％
）
減
少
し
九
十

九
万
五
千
九
百
七
人
と
な
っ
た
。

ま
た
今
年
の
新
入
生
で
あ
る
高

校
一
年
生
は
前
年
度
と
比
べ
六
千

八
百
二
人
減
少
し
三
十
三
万
九
千

四
百
十
三
人
だ
っ
た
。

私
立
高
校
一
年
生
の
前
年
度
比

の
減
少
率
は
中
学
校
卒
業
者
数
全

体
の
減
少
率
で
あ
る
約
〇
・
九
％

を
上
回
り
二
・
〇
％
だ
っ
た
。
つ

ま
り
公
立
高
校
に
比
べ
私
立
高
校

の
方
が
就
学
人
口
減
少
に
伴
う
入

学
者
減
少
の
し
わ
寄
せ
が
大
き
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。
本
連
合
会
で

は
、
初
年
度
納
付
金
格
差
が
公
私

立
高
校
間
で
五
・
七
倍
に
も
開
い

て
い
る
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い

る
も
の
と
見
て
い
る
。

一
方
、
私
立
中
学
校
の
今
年
四

月
十
日
現
在
の
生
徒
数
は
、
前
年

度
比
二
千
八
百
二
十
人
増
の
二
十

六
万
三
千
八
百
十
一
人
だ
っ
た
。

ま
た
今
年
の
入
学
生
で
あ
る
一
年

生
は
前
年
度
に
比
べ
六
百
十
七
人

増
加
し
て
い
た
が
、
私
立
中
学
校

数
が
前
年
度
と
比
べ
新
設
・
再
開

に
よ
り
十
一
校
増
え
て
い
る
こ
と

を
考
え
る
と
、
増
加
幅
は
決
し
て

大
き
い
と
は
い
え
な
い
、と
み
て

い
る
。前
年
度
比
の
増
加
率
で
い

う
と
、
私
立
中
学
校
の
場
合
、総

生
徒
数
で
は
一
・
一
％
、一
年
生

で
は
〇
・
七
％
と
な
る
。

生
徒
数
の
増
減
状
況
を
都
道
府

県
別
に
み
る
と
、
前
年
度
と
比
べ

て
生
徒
数
が
減
少
し
た
都
道
府
県

は
、
高
校
の
総
生
徒
数
の
場
合
で

三
十
四
道
府
県
。
高
校
の
一
年
生

で
は
三
十
六
道
府
県
と
な
っ
た
。

中
学
校
で
は
、
景
気
低
迷
の
続

く
北
海
道
・
東
北
地
区
や
四
国
、

九
州
地
区
に
減
少
県
が
多
く
見
ら

れ
、
私
立
中
学
校
の
総
生
徒
数
が

減
少
し
た
の
は
十
八
道
県
、
一
年

生
数
が
減
少
し
た
の
は
二
十
一
道

県
だ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ

て
私
立
高
校
の
総
生
徒
数
が
増
加

し
て
い
る
の
は
、
青
森
、茨
城
、埼

玉
、
千
葉
、
東
京
、
富
山
、
山
梨
、

滋
賀
、
徳
島
、
長
崎
、
熊
本
、
大

分
、
沖
縄
の
十
三
都
県
だ
っ
た
。

全
日
制
、
定
時
制
と
は
別
に
、

高
校
に
は
専
攻
科
、
別
科
も
あ
る

が
、
専
攻
科
の
生
徒
数
は
五
千
百

六
十
五
人
、
別
科
は
ゼ
ロ
。
専
攻

科
の
生
徒
の
大
半
は
看
護
科
。

高
校
の
新
設
は
三
校
、
廃
止
は

二
校
。

中
学
校
卒
業
者
数
（
十
五
歳
人

口
）
は
減
少
期
の
中
に
あ
る
が
、

こ
こ
し
ば
ら
く
は
減
少
が
休
止
状

況
で
、
下
り
階
段
で
い
え
ば
踊
り

場
的
な
位
置
に
あ
る
。
そ
の
た

め
、
し
ば
ら
く
の
間
は
、
減
少
と

増
加
を
繰
り
返
す
状
況
。

本
連
合
会
は
六
月
十
二
日
、
新

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
に
伴

う
修
学
旅
行
中
止
等
の
実
態
調
査

結
果
報
告
を
ま
と
め
た
。
中
止
に

伴
う
キ
ャ
ン
セ
ル
料
発
生
の
有
無

や
キ
ャ
ン
セ
ル
代
金
な
ど
を
調
査

し
た
も
の
。

調
査
は
本
連
合
会
の
役
員
校
等

（
高
校
百
八
十
三
校
、
中
学
校
九

十
九
校
）
を
対
象
に
実
施
、
う
ち

高
校
百
五
十
九
校
、
中
学
校
八
十

八
校
か
ら
回
答
を
得
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
修
学
旅
行
の

実
施
時
期
に
関
し
て
は
、
五
月
か

ら
六
月
に
実
施
の
高
校
は
二
十
四

校
（
一
五
・
一
％
）、
中
学
校
が

二
十
一
校
（
二
三
・
九
％
）あ
り
、

そ
の
う
ち
高
校
の
場
合
、
中
止
し

た
（
す
る
予
定
の
）学
校
が
一
校
、

延
期
し
た
（
同
）
学
校
が
四
校
、

行
き
先
変
更
し
た
（
同
）
学
校
が

三
校
あ
っ
た
。
そ
の
ほ
か
は
検
討

中
あ
る
い
は
既
に
実
施
、
変
更
な

く
実
施
予
定
。
中
学
校
で
は
中
止

し
た
（
同
）
が
一
校
、
延
期
し
た

（
同
）
が
九
校
あ
っ
た
。
そ
の
ほ

か
は
実
施
済
み
あ
る
い
は
変
更
な

く
実
施
予
定
。

中
止
、
延
期
、
行
き
先
変
更
の

高
校
八
校
中
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発

生
し
た
学
校
が
中
学
校
、
高
校
各

二
校
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
セ
ル
代
金

に
関
し
て
は
、
生
徒
一
人
当
た
り

三
百
円
な
ど
と
、
ご
く
少
額
の
ケ

ー
ス
が
多
い
が
、
前
払
い
航
空
運

賃
約
八
百
万
円
（
交
渉
中
）
と
い

う
学
校
も
み
ら
れ
た
。

一
方
、
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生

し
な
か
っ
た
学
校
の
ケ
ー
ス
は
、

旅
行
業
者
等
が
免
除
、
キ
ャ
ン
セ

ル
料
が
発
生
前
に
中
止
決
定
、
時

期
を
変
更
し
同
じ
と
こ
ろ
に
行
く

だ
っ
た
。

た
だ
し
行
き
先
や
時
期
を
変
更

し
た
学
校
の
場
合
、
追
加
負
担
が

生
じ
て
お
り
、
生
徒
一
人
当
た
り

四
万
円
の
追
加
（
交
渉
中
）
と
い

う
学
校
も
み
ら
れ
た
。

休
校
し
た
場
合
、
中
学
校
、
高

校
と
も
六
割
近
い
学
校
が
補
講
は

必
要
と
し
て
い
た
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

に
伴
い
発
生
し
た
財
政
負
担
や
想

定
さ
れ
る
損
失
に
つ
い
て
は
、「
あ

る
（
と
考
え
る
）」
学
校
は
高
校

が
一
九
・
五
％
、
中
学
校
が
一
四

・
八
％
だ
っ
た
。

私私
立立
中中
学学
・・
高高
校校
生生
徒徒
数数
調調
査査
結結
果果
まま
とと
まま
るる

高
校
生
数
前
年
度
比

０．６
％
の
減
少
に

中
学
校
一
年
生
は
前
年
度
比

０．７
％
増
加

新新
型型
イイ
ンン
フフ
ルル
エエ

ンン
ザザ
流流
行行
にに
伴伴
うう

修修
学学
旅旅
行行
中中
止止
等等
のの
実実
態態
調調
査査
結結
果果

５
・
６
月
の
中
止
・

延
期
校
は
少
数
に
と
ど
ま
る
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第
三
者

評
価
の「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」作
り

協
力
者
会
議
が
審
議
開
始
私
学
か
ら
は

實
吉
氏
参
加

文
部
科
学
省
の
中
央
教
育
審
議

会
初
等
中
等
教
育
分
科
会
教
育
課

程
部
会
内
に
、
こ
の
ほ
ど
、「
児

童
生
徒
の
学
習
評
価
の
在
り
方
に

関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
初
会
合
が
六

月
八
日
、
同
省
内
で
開
か
れ
た
。

こ
の
Ｗ
Ｇ
は
、
小
・
中
・
高
校
、

特
別
支
援
学
校
の
学
習
指
導
要
領

が
改
訂
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
①

児
童
生
徒
の
学
習
評
価
の
在
り
方

②
指
導
要
録
の
改
善
等
を
検
討
す

る
も
の
。
具
体
的
に
は
現
行
の
学

習
評
価
の
在
り
方
の
総
括
や
評

価
、
基
礎
的
・
基
本
的
な
知
識
・

技
能
の
評
価
、
思
考
力
・
判
断
力

・
表
現
力
等
を
育
成
す
る
た
め
の

評
価
、
評
価
に
伴
う
教
員
の
負
担

軽
減
等
を
検
討
す
る
。
前
回
の
学

習
指
導
要
領
改
訂
で
学
習
評
価
に

関
し
て
は
、「
関
心
・
意
欲
・
態

度
」「
思

考
・
判

断
」「
技

能
・
表

現
」「
知
識
・
理
解
」
の
四
つ
の
観

点
か
ら
行
う
こ
と
、
各
学
校
は
こ

れ
ら
の
定
着
・
育
成
状
況
を
判
断

す
る
た
め
の
評
価
規
準
を
作
成
す

る
こ
と
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
絶
対
評

価
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
改

善
で
教
師
は
日
頃
か
ら
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
を
よ
り
観
察
す
る
よ

う
に
な
っ
た
反
面
、
評
価
活
動
の

複
雑
化
で
余
裕
が
な
く
な
っ
た
と

感
じ
て
い
る
教
師
が
小
・
中
学
校

で
七
割
前
後
に
も
上
る
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

今
回
の
改
善
等
で
は
、
効
率
化
・

簡
素
化
も
重
要
な
視
点
に
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｇ
で
は
今
年
度
中

に
報
告
を
ま
と
め
、
教
育
課
程
部

会
に
提
出
す
る
。
主
査
は
、
無
藤

隆
・
白
梅
学
園
大
学
教
授
。
教
育

関
係
団
体
か
ら
書
面
ヒ
ア
リ
ン
グ

も
行
う
。
そ
の
予
定
リ
ス
ト
に
は

本
連
合
会
も
含
ま
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
に
「
学
校
の
第
三

者
評
価
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

等
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会

議
」（
座
長
�
天
笠
茂
・
千
葉
大

学
教
育
学
部
教
授
）
が
発
足
、
五

月
二
十
二
日
、
同
省
内
で
初
会
合

を
開
き
、
第
三
者
評
価
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
作
り
に
向
け
た
審
議
を
開

始
し
た
。
同
省
で
は
七
月
中
に「
試

案
」
を
ま
と
め
、
九
月
か
ら
十
二

月
に
か
け
試
案
に
沿
っ
て
百
六
十

五
校
で
実
地
検
証
を
行
い
、
来
年

三
月
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
決
定

し
た
い
と
し
て
い
る
。
私
立
学
校

か
ら
は
實
吉
幹
夫
・
東
京
女
子
学

園
中
学
高
校
理
事
長
・
校
長
が
委

員
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

六
月
十
九
日
に
は
第
三
回
会
合

が
開
か
れ
、「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

盛
り
込
む
べ
き
事
項
」
が
同
省
か

ら
提
案
さ
れ
、
審
議
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
は
報
告
の
骨
子
案
と
い

う
べ
き
も
の
で
、
第
三
者
評
価
の

意
義
、
第
三
者
評
価
の
在
り
方
に

つ
い
て
方
向
性
な
ど
を
提
案
し
た

も
の
。
同
省
の
前
川
喜
平
審
議
官

（
初
等
中
等
教
育
担
当
）
は
、
個

人
的
な
意
見
と
し
た
上
で
、
簡
潔

で
柔
軟
性
を
持
ち
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
高
い
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
し
て
ほ
し
い
と
要
請
し
た
。「
盛

り
込
む
べ
き
事
項
」
で
は
、
初
め

に
第
三
者
評
価
の
定
義
に
つ
い

て
、
そ
の
学
校
に
直
接
関
わ
り
を

持
た
な
い
専
門
家
等
が
、
自
己
評

価
、
学
校
関
係
者
評
価
の
結
果
等

の
資
料
も
活
用
し
つ
つ
、
学
校
運

営
全
般
に
つ
い
て
専
門
的
・
客
観

的
な
立
場
か
ら
評
価
を
行
う
も

の
、
と
位
置
付
け
、
そ
の
上
で
教

育
に
関
す
る
諸
基
準
の
た
め
の
学

校
や
教
育
委
員
会
の
体
制
の
妥
当

性
を
検
証
す
る
と
い
う
監
査
的
要

素
も
盛
り
込
み
つ
つ
、
今
後
の
学

校
運
営
の
改
善
に
つ
な
げ
る
た
め

の
課
題
点
等
を
提
示
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
て
い
る
。
監
査
的
機
能

を
持
た
せ
る
こ
と
に
関
し
て
は
、

賛
否
両
論
が
出
さ
れ
て
い
る
。
私

立
学
校
で
の
実
施
に
は
配
慮
が
必

要
な
点
に
つ
い
て
委
員
か
ら
は
特

段
の
異
論
は
上
が
ら
な
か
っ
た
。

第
二
回
兵
庫
県
私
学
振
興
大
会

が
五
月
十
二
日
、
神
戸
市
・
神
戸

国
際
会
館
に
私
立
小
・
中
・
高
校

の
保
護
者
ら
約
二
千
人
が
集
ま
り

開
催
さ
れ
た
。

主
催
は
、
兵
庫
県
私
立
学
校
理

事
長
会
、
兵
庫
県
私
立
中
学
高
等

学
校
連
合
会
、
兵
庫
県
私
立
小
学

校
連
合
会
、
兵
庫
県
私
立
中
学
高

等
学
校
保
護
者
会
連
合
会
。

こ
の
中
で
西
門
義
博
・
同
県
私

中
高
連
会
長
は
、「
井
戸
敏
三
知

事
は
、
私
学
は
兵
庫
の
宝
と
言
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
兵
庫
の
私

学
は
一
丸
と
な
り
、
一
校
も
つ
ぶ

さ
な
い
決
意
で
い
る
。
公
費
に
よ

る
助
成
を
お
願
い
し
た
い
」
と
力

強
く
述
べ
た
。

そ
の
後
、
来
賓
の
梶
谷
忠
修
・

同
県
議
会
副
議
長
、
同
県
議
会
私

学
振
興
議
員
連
盟
の
立
石
幸
雄
会

長
が
私
学
支
援
の
考
え
を
明
ら
か

に
し
た
。

ま
た
、
本
連
合
会
の
吉
田
晋
会

長
も
大
会
に
出
席
し
、
兵
庫
県
私

学
の
さ
ら
な
る
飛
躍
を
願
っ
た
。

大
会
で
は
、「
私
学
の
教
育
力
の

さ
ら
な
る
発
展
」
を
宣
言
し
た
。

そ
の
後
、
井
戸
敏
三
知
事
が「
兵

庫
私
学
に
期
待
す
る
こ
と
」
と
題

し
て
、
記
念
講
演
を
行
い
、
出
席

の
保
護
者
や
私
学
関
係
者
に
教
育

へ
の
熱
い
思
い
な
ど
を
語
っ
た
。

中教審教育
課程部会に

学
習
評
価
の
Ｗ
Ｇ
発
足

本
連
合
会
も
近
く
意
見
表
明
へ

保護者らが
２０００人参加

兵
庫
県
で
私
学
振
興
大
会

知
事
に
助
成
拡
充
な
ど

要
請

教
育
改
革
の
動
向
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政
府
は
四
月
二
十
九
日
、
春
の

勲
章
受
章
者
を
発
令
し
た
。
政
府

全
体
の
勲
章
受
章
者
は
外
国
人
も

含
め
て
約
四
千
百
人
に
上
る
。

文
部
科
学
省
関
係
受
章
者
の
う

ち
私
立
中
学
高
校
の
理
事
長
、
校

長
ら
は
次
の
十
一
人
だ
っ
た
。
な

お
褒
章
に
該
当
者
は
い
な
か
っ
た
。

（
旭
日
重
光
章
）
▽
島
津
久
厚

・
元
学
習
院
院
長

（
旭
日
中
綬
章
）
▽
津
嘉
山
繪

智
子
・
元
東
京
音
楽
大
学
付
属
高

校
理
事
長
▽
長
戸
路
政
行
・
学
校

法
人
長
戸
路
学
園
理
事
長
▽
芳
賀

登
・
元
東
京
家
政
学
院
中
学
高
校

理
事
長
▽
原
田
嘉
中
・
千
葉
商
科

大
学
付
属
高
校
理
事
長

（
旭
日
小
綬
章
）
▽
中
西
重
雄

・
元
伊
勢
女
子
高
校
理
事
長

（
旭
日
双
光
章
）
▽
圓
佛
誠
孝

・
大
牟
田
中
学
高
校
理
事
長

（
瑞
宝
小
綬
章
）
▽
藍
木
新
・

元
新
潟
県
私
学
協
会
事
務
局
長
▽

上
坂
悌
二
・
鵬
学
園
高
校
校
長
▽


田
圭
四
郎
・
元
活
水
中
学
高
校

校
長
▽
�
木
意
令
・
元
京
都
学
園

中
学
高
校
校
長

全
国
私
立
高
校
選
抜
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会
（
吉
田
晋
大
会
会
長
）

が
八
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
九
日

ま
で
の
日
程
で
神
奈
川
県
平
塚
市

内
の
体
育
館
な
ど
二
会
場
で
開
か

れ
る
。
今
年
で
十
四
回
目
。
主
管

は
神
奈
川
県
私
立
高
校
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
連
盟
。
本
連
合
会
や
財
団
法

人
日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
な
ど

が
後
援
す
る
。

大
会
は
、
地
区
選
抜
委
員
に
よ

り
推
薦
さ
れ
た
学
校
な
ど
男
女
三

十
二
校
を
原
則
と
し
て
、
学
校
対

抗
の
団
体
戦
。
各
校
一
チ
ー
ム
。

チ
ー
ム
編
成
は
監
督
一
名
、
コ
ー

チ
一
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
一
名
、

選
手
八
名
以
内
（
同
一
校
選
手
）。

選
手
五
名
を
欠
い
た
場
合
は
チ
ー

ム
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
。

初
日
は
、
監
督
会
議
や
練
習
、

開
会
式
、
二
日
目
か
ら
二
会
場
で

競
技
が
始
ま
り
、
四
日
目
ま
で
競

技
が
行
わ
れ
、
最
終
日
午
後
に
優

勝
校
な
ど
が
決
定
さ
れ
る
。
試
合

は
四
校
程
度
の
リ
ー
グ
戦
を
行

い
、
各
リ
ー
グ
上
位
二
校
に
よ
る

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
敗
者
戦
と

な
る
。
選
手
は
二
年
生
以
下
。

社
団
法
人
日
本
善
行
会
（
川
村

皓
章
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成

二
十
一
年
度
春
季
の
善
行
表
彰
者

を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
私

立
中
学
高
校
関
係
で
は
、
十
七
の

個
人
、
団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。
そ

の
中
に
は
本
連
合
会
が
推
薦
し
た

十
の
個
人
、
団
体
も
含
ま
れ
て
い

る
。
表
彰
式
は
五
月
二
十
三
日
、

東
京
・
原
宿
の
明
治
神
宮
参
集
殿

で
行
わ
れ
て
い
る
。
私
立
中
学
高

校
関
係
の
善
行
表
彰
者
は
次
の
通

り
。
※
記
載
内
容
は
個
人
名
（
学

校
名
）
又
は
団
体
名
、
善
行
の
分

野
、
個
人
か
団
体
の
別
。
▼
印
は

本
連
合
会
推
薦
者
。
▼
山
極
和
貴

（
樹
徳
高
校
）
・
青
少
年
善
行
・

個
人
▼
小
野
誠
裕
、
小
峯
一
晃
、

鈴
木
龍
太
（
い
ず
れ
も
春
日
部
共

栄
高
校
）
・
緊
急
時
貢
献
・
団
体

（
協
力
三
人
）
▼
清
泉
女
学
院
中

学
高
校
福
祉
委
員
会
・
青
少
年
善

行
・
団
体
▽
同
・
国
際
貢
献
・
団

体
▽
小
野
学
園
女
子
中
学
高
校
・

青
少
年
善
行
・
団
体
▼
坂
本
友
樹

（
高
岡
龍
谷
高
校
）
・
青
少
年
善

行
・
個
人
▼
近
藤
愛
（
北
陸
高

校
）
・
青
少
年
善
行
・
個
人
▼
不

二
聖
心
女
子
学
院
高
校
温
情
の
会

・
青
少
年
善
行
・
団
体
▼
瀬
川
愛

葵
（
加
藤
学
園
暁
秀
高
校
）
・
国

際
貢
献
・
個
人
▽
鈴
木
里
菜
・
飯

尾
美
冴
・
西
山
千
裕
・
鈴
木
理
子

（
浜
松
開
誠
館
高
校
）
・
緊
急
時

貢
献
・
個
人
（
協
力
四
人
）
▽
加

藤
な
つ
姫
（
金
城
学
院
中
学
校
）・

青
少
年
善
行
・
個
人
▼
夙
川
学
院

中
学
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
・
青

少
年
善
行
・
団
体

財
団
法
人
下
中
記
念
財
団
は
第

四
十
八
回
下
中
科
学
研
究
助
成
金

の
対
象
と
な
る
研
究
を
募
集
し
て

い
る
。
応
募
で
き
る
の
は
、
全
国

の
小
、
中
、
高
校
、
中
等
教
育
学

校
、
高
等
専
門
学
校
の
教
員
（
教

育
セ
ン
タ
ー
を
含
む
）
で
、
個
人

研
究
で
も
共
同
研
究
で
も
い
い
。

自
然
科
学
、
科
学
教
育
に
か
か

わ
る
研
究
が
重
視
さ
れ
て
い
る

が
、
広
く
教
育
全
般
に
か
か
わ
る

今
日
的
な
課
題
を
取
り
上
げ
た
も

の
も
期
待
す
る
と
し
て
い
る
。

助
成
金
は
一
件
三
十
万
円
、
三

十
件
を
予
定
し
て
お
り
、
応
募
要

領
、
申
請
書
、
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
取
得
で
き
る
。

応
募
締
め
切
り
は
平
成
二
十
一

年
十
二
月
十
日
（
当
日
消
印
有

効
）
で
、
入
選
者
が
決
ま
る
の
は

来
年
二
月
二
十
一
日
。
助
成
金
は

決
定
後
一
カ
月
以
内
に
取
得
者
個

人
に
送
ら
れ
る
。
授
賞
式
は
な

い
。
助
成
金
取
得
者
は
報
告
が
必

要
で
、
場
合
に
よ
っ
て
は
研
究
発

表
論
文
の
執
筆
も
あ
る
。

詳
細
は
、
財
団
法
人
下
中
記
念

財
団
事
務
局
、
〒
１
６
２
�
０
８

４
３

東
京
都
新
宿
区
市
谷
田
町

２
�
７

伊
東
ハ

イ

ム
３
０
１

号
、
電
話
０
３
（
５
２
６
１
）
５

６
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
３
（
３
２
６

６
）
０
３
５
２
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

http//www.shimonaka.or.jp

電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
は
、

info@shimonaka.or.jp

社
団
法
人
日
本
善
行
会

長
戸
路
理
事
長
ら
１１
人
が
受
章

春春
のの
勲勲
章章
受受
章章
者者
決決
まま
るる

８
月
２６
〜
２９
日
ま
で

私
立
高
バ
ド
ミ

ン
ト
ン

大
会
開
催

下
中
科
学
研
究
助
成
金

対
象
研
究
を
募
集
中

私
立
中

高
関
係

１７
の
個
人
・
団
体
を
善
行
表
彰
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教
員
免
許
状
更
新
講
習
７
月
以
降
も

続
々
と
開
催

講
習
内
容
等
は
研
究
所
Ｈ
Ｐ
で

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
（
吉
田
晋
理
事
長
、
中
川
武
夫

所
長
）
が
従
来
、
個
別
に
開
催
し

て
い
た
直
轄
研
修
会
を
、
一
部
を

除
い
て
今
年
度
は
、
八
月
十
七
・

十
八
の
両
日
、
千
葉
市
の
海
外
職

業
訓
練
協
会
研
修
セ
ン
タ
ー
（
Ｏ

Ｖ
Ｔ
Ａ
）
で
私
学
教
員
研
修
会
と

し
て
開
催
す
る
。

合
同
開
催
さ
れ
る
の
は
、「
生

徒
指
導
」「
進
路
指
導
」「
国
語

科
」「
社
会
科
系
」「
数
学
科
」

「
理
科
系（
物
理
、
化
学
、生
物
）」

「
家

庭

科
」「
外

国

語
（
英

語

科
）」
の
各
研
修
会
。

初
日
の
午
前
中
は
合
同
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
の
妹
尾

河
童
氏
が
「
少
年
Ｈ
で
伝
え
た
か

っ
た
こ
と
」
の
演
題
で
講
演
、
続

い
て
野
原
明
・
文
化
女
子
大
学
附

属
杉
並
中
学
高
校
長
が
「
高
等
学

校
新
学
習
指
導
要
領
と
私
学
」
と

題
し
て
講
演
す
る
。
こ
の
う
ち
生

徒
指
導
研
修
会
で
は
ネ
ッ
ト
社
会

に
お
け
る
生
徒
指
導
問
題
を
考
え

る
パ
ネ
ル
討
議
や
、
演
劇
的
手
法

に
よ
り
ヒ
ュ
ー
マ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
磨
く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
が
行
わ
れ
る
。
進
路
指
導
研

修
会
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
践

例
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
。
申
し
込

み
締
め
切
り
は
七
月
二
十
四
日
。

一
方
、
個
別
開
催
の
「
学
校
図

書
館
研
修
会
」
は
七
月
三
十
・
三

十
一
日
、
東
京
の
私
学
会
館
等

で
、「
学
校
事
務
研
修
会
」
は
八

月
二
十
・
二
十
一
の
両
日
、
東
京

の
私
学
会
館
で
、「
私
学
の
教
育

課
程
研
修
会
」
の
第
二
回
（
第
一

回
は
終
了
）
は
十
一
月
九
・
十
の

両
日
、
京
都
市
の
京
都
ガ
ー
デ
ン

パ
レ
ス
等
で
開
か
れ
る
。「
私
学

経
営
研
修
会
」
は
す
で
に
終
了
し

て
い
る
。

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
は
、
今
年
度
か
ら
「
教
員
免
許

状
更
新
講
習
」
を
開
催
す
る
が
、

そ
の
第
一
回
講
習
を
六
月
十
三
・

十
四
の
両
日
、
東
京
・
飯
田
橋
の

東
京
都
私
学
財
団
で
開
い
た
。

こ
の
講
習
は
、
教
員
免
許
状
更

新
に
必
要
な
三
十
時
間
の
講
習
の

う
ち
、
必
修
領
域
（
十
二
時
間
）

の
講
習
。
こ
の
日
は
、
川
合
正
・

東
洋
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
、

野
原
明
・
文
化
女
子
大
学
総
合
教

養
系
教
授
、
阿
部
憲
仁
・
桐
蔭
横

浜
大
学
工
学
部
准
教
授
、
森
俊
夫

・
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究

科
助
教
の
四
人
が
講
師
と
な
っ
て

教
職
に
つ
い
て
の
省
察
、
教
育
政

策
の
動
向
、
学
校
内
外
に
お
け
る

連
携
、
子
ど
も
の
変
化
な
ど
に
つ

い
て
講
義
、
最
後
に
試
験
が
行
わ

れ
た
。
同
研
究
所
の
講
習
は
、
私

学
の
独
自
性
や
自
主
性
を
重
視
、

私
学
教
員
の
た
め
の
講
習
と
い
う

点
が
特
徴
。
日
私
教
研
で
は
、
六

月
二
十
日
以
降
も
来
年
の
一
月
ま

で
、
都
内
の
ほ
か
、
千
葉
市
、
仙

台
市
、
京
都
市
、
熊
本
市
、
米
子

市
、
広
島
市
、
大
阪
市
で
必
修
領

域
に
関
し
て
は
十
六
の
更
新
講
習

を
実
施
す
る
。
ま
た
選
択
領
域
の

十
八
時
間
に
関
し
て
は
、
七
月
二

十
七
日
か
ら
二
十
九
日
、
仙
台
市

で
開
催
す
る
更
新
講
習
を
皮
切
り

に
、
必
修
領
域
と
同
様
の
都
市
で

十
六
の
更
新
講
習
を
開
催
す
る
。

各
更
新
講
習
の
内
容
や
申
し
込
み

状
況
は
、
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://www.shigaku.or.jp

）

で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
十
七
回
全
国
私
学
教
育
研

究
集
会
山
陰
大
会
が
十
月
二
十
二

・
二
十
三
の
両
日
、
島
根
県
松
江

市
の
島
根
県
民
会
館
、
鳥
取
県
米

子
市
の
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
等
の
会
場
で
開
か
れ
る
。

主
催
は
日
私
教
研
と
財
団
法
人
日

本
私
学
研
修
福
祉
会
。
日
私
中
高

連
な
ど
が
後
援
。
島
根
県
私
立
中

学
高
等
学
校
連
盟
、
社
団
法
人
鳥

取
県
私
立
学
校
協
会
等
が
実
施
を

担
当
す
る
。
初
日
の
全
体
集
会
で

の
記
念
講
演
は
養
老
孟
司
・
東
京

大
学
名
誉
教
授
の
「
こ
れ
か
ら
の

人
材
育
成
を
め
ざ
し
て
―
近
頃
の

若
者
―
」。
二
十
三
日
は
、
部
会

で
の
研
究
協
議
で
、
学
校
経
営
部

会
、
教
育
課
程
部
会
、
特
色
教
育

部
会
、
福
祉
教
育
部
会
、
学
校
評

価
部
会
、
生
徒
指
導
部
会
の
六
部

会
と
、
七
つ
目
の
部
会
と
し
て
教

員
免
許
状
更
新
講
習
（
定
員
百

人
）
が
開
か
れ
る
。

財
団
法
人
日
本
私
学
教
育
研
究

所
の
私
学
経
営
研
修
会
が
、
六
月

四
・
五
の
両
日
、
三
重
県
鳥
羽
市

内
の
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
私
立
中
学

高
校
の
理
事
長
、
校
長
、
事
務
長

ら
約
百
人
が
参
加
し
た
。
二
日
間

に
、
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
私
学
の
未
来
�
�
私
学

力
の
向
上
に
向
け
て
」
等
を
通
し

て
今
後
の
私
立
学
校
の
あ
り
様
な

ど
に
つ
い
て
研
究
討
議
し
た
。
ま

た
日
私
中
高
連
の
吉
田
会
長
（
研

究
所
理
事
長
）
に
よ
る
情
勢
報
告

や
中
川
研
究
所
長
に
よ
る
教
員
免

許
状
更
新
講
習
に
関
す
る
報
告
等

も
行
わ
れ
た
。

１０
月
２２
・
２３
日
に
は

全
国
研
究
集
会
山
陰
大
会

私
学
経
営
研
修
会
１００
人
参
加

し
て
終
了

８月１７・１８日

私
学
教
員
研
修
会
を
開
催

従
来
の
直
轄
研
修
会
を
、一
部
除
き

千
葉
市
で
合
同
開
催
、参
加
受
付
中
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